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審査結果要旨

_ _?生位論_文_は_?_英_国 ノレネ.サ. .ン ス.期.17)iit1、、、_La1,1l:l1l_ M

1651/3)の_女性請.人_と.し.て_のl自_己成型 _を論じ__る

M WrQth 力1i _Sir_Ph ili]o _Sid n

け.て.き た_Sid_n_el11 家_の文_学_的.伝統を参_照枠と_し_、____そ_の_中でWroth の

請作_を_理無し__よ_う_と試_みる

Robert_SidneY

は cr.ow.n .of sonn_e_ts_と.呼.ばれる_請差1をWroth_も利用してし,_、る

着.日.tる _。Plhili

用いている力

を

序

]0 R_Qb_e_rt__Wro_t hそ_れ_ぞ、_れ.がそ_の言寺形_を_どのよ :うに

そ.の言寺形_と詩の内容力11 ど(7:)_よ

円」.のイ .メ1 、ジ.分_析_を_中心_とする.詩 テ ク ス ト の工空な精読_を_も_と

に提示している

けではなく

イーを_確

論に

〇 最終.的.に _は__Sidne_Y

Wroth_力1i_女性言寺 .人__と__して_独_自__の文

立 し た こ

おいて

と__を説1_量_的_ i

詩 1形_の 11f l」_用_を_軸_ i

主要.な先.11i'研究の

こ_Sidne1lj:

の_学.術.的.独_自.性 _が.強調.さ.れ る

連作_i おいて 各 ソ 一'ネ

1;1_

arY Wrolth(1587

そ_の_際 本論文は

の_妊.で_あ_る.が.故.に様々_に量受響_を_受

な か で も  Si r  Ph iilP と そ. .の_実_弟の

Wrothの父) がともに用いたcorona あるし

ツ

こ 論 じ て い る

家の_文

〇

学的伝統_を

言寺形としての

、,-
と iこ

う__に_関連.してし 、るの力1

家の文学的伝統_を

学

トーの最終行_力_ 11:_続_くソーネ ツ

的 ア イ デ ン テ

ま_が紹介_さ_ れ

イ テ

corona と い う

析_する_と_し

c o r o n aとは、

、う 本

ソ ネ ツ

ト の.第_1 行_と_国

文
一

ト



句_で形成さ_れ_、_最終__ソ_ネ

と同 目口句になる こ と で

ツ トーの最終行_ 力_i最初 _の ソ_ :1f

全体_と__し_て_王冠___(

ツ トー(ア)i第_1_1

corona)のように

を形.成する___も_の_で_あ__る.。___先イi:研究ではほぼ.釜開視_さ_れ_て_さ. .た_Sid n.eY

家の詩人_たち_に_よ_る

関連を_精_査す_る

、・一
、_ の詩形.の.a用に_着__目__し、_言寺形_と詩 _の__内

とが述べ ら れ る 0

容 と の

第 1 章 で は、 Wrothに先行する言寺人たちがどのようにcoronaとい

う 詩 形 を 利 用 し て い た か を、 J ohn  D o n n e と P h i l

こつし 、て精査する。D

ら 7

内容

つの場面を選ん_だ宗_教言寺ソ_一ネ

のみ_な_ らず

機能_してし 、る

corona と.'1'.、.う

と_を指摘_し

ジが用いられていると じ る

マ__ン_ス_i'1i-_品_で_あ_る_T he__Co

れ

(di

Stre ]ohon と K 1

)_を_作る _と _ し

のcorona

に統.く_散文_箇所_に_も

されるとし

でう_たゎ_れ_ る内

、

、う 点 で あ る

容

ツ

言寺形も.i中_の永速

そ.の.永.遠性を_強.調する_た_め_に_円のイメ

_Q 方_でSid.ne.Y の

tess. .ofPembrke上e' sArca d iaの内部に現

a ius  と い

う 形 式 を と る

?の_登場_.,i、、、物_ 力_ 11.交_代 で _10_ 行 詩

が失_恋である

corona の内_部_で_用.し. .、.られて_11_1、た詩行力i操り_返

n これによってcorona

ip_S idnex の

は _ キ リ ス

ム_の

トーの生涯力

ト連作であるが、 各 ソ ネ ツ ト の

本論

:t生を象徴_する_ ため_ i

corona は、_散文

文_力_i着且する_の_は

方で、_それを口口

こ

ロ

、_Sidnex_

る corona

で う._た わ_れ.て k 、た失恋

onneの 'La Corona



の悲しみ i

い る と 論

1- l:=1

じ る

わ_ば_出_口力 1与

_Q

第_2 章では . . ._Rob.e_rt. _S.i dn.ex

うにcorona

新たな意_味

を_用_ し _、_たか_の分析_を_t一丁?,,

合 い をっけ 加 え て い る こ

るのは、 Robe_rt_の

最終_ソ_i ツ ト_111:)1最終行_ 力_ 11;_最初_の_ソ__i

ぶ構造を f?_う_1al.、_Robert_t). .cor.ona . .はそ.の ソ.1;f

放菜_し_てし _、_る_ 、'-
(11__、一 の まに _は様

Robert のco r o n aでうたわれる内容を精査し

を じ る

きなし
、、、一

〇_

ソネ ツ

と_を詩 ,人_は_嘆 し1__ 、_て_おり

P hiij]o_SidneY (フ)

しており Robert の corona に描力,,れる「不連な恋.人、」_の_像は_、_先行

する詩_.人 P hilip の.識的.主題_を量 _け_継_ぐもの_と理i要tでき.る_

主題をWroth_も

corona

え られ、__悲__しみ_力 、,ら_の_解放_力

と_Marx WrQt]:1 の_父2良力

て、 Robertはcorona

corona

1;示唆_されて

そ_れぞれ_と

WrQth_力_ 11伝統的な詩形 i

と_を_指_描_する.

_Q

ツ

を_敢_えて_完

こ

本論文が.着且す

の不_完全性で_あ_る_a ___通常0 )__ coron a では

ト_(7 )_第___1_.1・に回_i最__し_円..環_を結.

ツ トの連鎖_を途中_で

内

ト _を棒げ_る相手の女性の_美を_士

容

成_させな力

は恋する_担手を来 う こ

本論文は、

と形式と_の_関連

分 に 描 く こ と が で

__請人_の_技能不_是の わ_ば証明__と_し

たのだと主張する

と0)_悲_しみ_を主題_と

corona において系降承している力 _、、L

、,-
Q ____、一 の詩的_

彼女力11 用し, 、_る の

n a で あ る Wrothのcorona で.う た わは_円環描_造を持.つ通_常_の. cor.o



れ る 内 容 は 、

M

女_性の声で

Wroth_が恋ム Wi11i

敷きにな つ

本論文で_は

ロ口 ら_れる報わ_れ_な し,_ 、_恋_の悲_し_み_で_あ_り

い る こ

示

Herbert との関係で経験_した_こ

てし _、_る _とする__の__ai従来の研究の_基本_的_な理解_で:_あ

タ」1i先.に届. .く_か_ど

c o r o n a が 企 図 さ れ て い る こ と

う 力 、,も__わ_力1_i_ら_な し, 、手紙_と_し

corona

Pa;mp

と な り

、

さ_ら_に_特異_な_望設請_形_式_力

う

、

とが_下

っ た 1;)

形式で

まれて

と_な_ど. _請の形_式.面_を精査する__と _ _l__出.口.のなし_、_迷宮」._とし_て_提

されている と を じ る Q_出口のなし 、迷呂

悲し_み_を_要.く.女 :t生の声_を.描.き. .出.して_し_ 、_る.点i

の独_自_性を_見_出_してし 、る

第__3 _章では

か を _ Phi1

精査する

ソネ

i]o. .Sidn

ツ

比較対_象と .な_る 〇

にお_k、て、そのよ

の中に、報_われ_な.し.、恋_の

在論文は、_ Wroth _ の

ト_連作_におし,.、.て.女性の_声力.11'.1 _ 、_力_1_に表現_さ_れ__る

と_で_検ii iる

Petrarc

dSteLla__にお_tナる__S_tella_の_ii__を

の章_は__続_く__第__4 章 で 行 う

h _以来の__ソ_ネ ツ

ar1a ]1)

女_性が客_体_化_され_る__と_し

ん,だ二要対立力、S保持される. .力

、う ジ ェ

、 Wrothの

hilia の_声_ 17)::;ii,tfr _と__(フ)

トーの伝統では_、____男性言寺人_ 力

恋する_女性の_美_を護1_える形式_を踏襲.し. . ___従 つ

ンタ

て.男性.力S 発話する_主体

自i_権_力__の_不均衡を_

本論文で_は_、_Sid_n.e.Y の ソ ネ ツ ト_連作_

う_な言説;へ.の.対.抗_を見出す。. .男_性に.表象され.る.だけ.



の立場であ っ た S t e l l a が

と な る ま で を

Petrarc

与え

丹念にテクース ト の 精 読 _を.演み.重ねな _が ら.追跡する

h _以来の.恋.愛言寺の_伝統の中_で

る_在在と し.てだけで.は.な.く

の根本_そ_のも. .の 11こまでSte l l a  と い う

丹念_に_姐_り_起_こ__して_し_ 、_る

第_____4 __章 .で_は

伝統を

f _様を

る と は

H区最e)詩全体. .を.広く_jui全込み. Wroth. _力i.Sidnex

け_継 ぎ_な.が ら. .女性詩人_と し.て の_独_自の主体性.を.獲1程_し.て__k

じ る Q_W r oth_の

、 corona

最終行_でその語 力 11操_り返し用し 、、ら れ.て.'、,1 、る_と

先行研_究で. .も操.り_返.し指_摘_さ_れ.て_? 、る_。本論文_o)3虫.自_性_は、, __そ _の迷

的構造の中_に_閉_じ_込め__ら.れ.た話者_P

たし 、けれ_ども語れなし 、、ジ レ ン

じ_て読み取_り

れ て 自 ら の

重ね_て読む_と

そ

葉_で語_る

こ ろ に あ る

corona

徐々 i を獲得し

S idn

最終的i

が

こは

coronaが“1ab

男_性詩_人_i

、.詩人.の技能の_体.現

、 l=I_

? _、換

女_性に_役割を与えて :し,

を _?__心_と_し__な_:力_ 1i_ら__P a

こ

th”_と__して_提示

る主体

_差感を_

ると言寺

る_様_を、

家の

されてし

の_第 1_ソーi ツ ト_第__1 _f r _と

a m ]o

最終 (7)第 14 ソ ネ

h i l i aが

ツ ト

ろ力i ら 明 ら か で あ り

て_し_ 、る_様_を

呂

自__ら c7).欲望を語_り

詩の精読をつ う

こ に 当 時 の 業 徳 と さ れ た  「沈黙l の 規 節 に 取 り i入一ま

と_を放菜_さ_せ_られ_て_し_、_る._女性詩人の.置:ti当.を

そ_の_際_iこ着且する_の_が cu p1d の イ メ ジ



で あ る エーロ ニス__に_代表さ_れ_る_放:l;等_で

表_さ_れ_る_貞淑_な要の_西方_が_C

伝統を_確認し

化してし 、く

す る こ

u ]o1

と_を指摘する

愛請では描.写の対象.と_なっ

と を 避 け て お り

詩_人_と_して__(7)独_自_性_の

イ メ ジ は  “cabinet'' で あ る

に置力1 ,れた cabine

cabine

官_能的_な愛_とァ__ン

d に よ っ

Wrothのcorona で は C

それによ

む し ろ C1u]o11

しうる_導_き_手_のネ中_と_し_て_描_し__、_てお_り 、

端_を見出す

d を

本

人_たち_の.み_が読者.と_な.っ

t __に隠_さ_れ_た__P

る_場面.力.11:.あ る.Q._技巧_を.疑ら__し_て_描力iした

じよ

本

う に_精做な技巧.を用_,1_、て構成_さ_れ_た

文力

S jdMy 力1i A n A?〔)1og;Y_for_Poetry_で詩を

テ ロ ス に 代

て表象_さ_れ_て_き_た _図像

d_ の イ メーiジ_力_11; _後者

ってWro t hは

て_き.た女:t生 _の_身_体_を 、 p

「0田1i

、_

男_性言寺人 _の_恋

amph iii a

迷宮力?_ら_(7 )_出口__を指 _し

本_論_文_は _そ こ に Wroth_の女性

文_、がノ1言:_旦 する__も

当_日寺_のf 摘_国覧の_:u;:_で_は

t_の中.に手摘_を_仕_舞_i _、込_み 極め.て親密_な_間柄の

て_i稿_回覧_を_許_可され_てし_ 、た

hilia の.組密画.を.Am lohi1
、'-

anthus_m'1fi望i

の細密画を_、___本論文 _は、__国

coronaの比喩 として読む

の箇所で見出_し_て_し_、_る言寺と_絵_画_のアナロジ

l1団 じた__有名_な

ー は 、 Ph ii

説

ち_.''a_sJ1)ea;kin_g_pictu_re''の.業.i1行_と__し_て__の詩.に.湖.源_があ.る_

Sidne11l[ に 端 を 発 す る Sidne_Y 家の文 子
、'

的_伝.統_を受.i. t_継さ_な_力i ら_も

へ

、、・_

子的

と_変

力 11描写_

示

う 一 つ の

私室の_中

0_ lp.

すなゎ

Ph ii

1p_

、



Wroth__力S_女性作家_と_し_て新たに_独 _白の_重_献_を果た _した

に論 じ_た本_重は

値_c1) 1高_し_、も__の_と_な

方_で、___本_

ーつ

11F用

に_は_、_S_

し_ 、う_請形

通nex

つ__には_、__姉_妹

fa milY_をど う

に欠けている

不 足 す る も の と

な る も の と

て お り

価値が_認め__ら_れる

し 、、_ると判断_で_き__る

と_を説得_的_

本学位論文.のなかでも.特に独創性_に_富み

つ て い る

文にはいく

家の文

つか短所.;力、iあ.る.

学

ーつ で ど こ ま で 論

的_伝統と し,
、

く1 共有_さ_れ_た概念_でも_あ__り

と_は_ l昔'__u

う

、・一

術_と_し_ての_詩_と_絵_画_と _し 、う

言 う よ り は

言 え よ う

金体_と__して_、__本論_文の議

i専土の

学術的_価

と も_指摘せね_ばな_ら_な_k_、

大 き な

じきれるのかとし

テ ーマ を co ronaと

う__間題_で_あ _る 〇 も う

理細ま.、. .ノレ1.ネ_サンス期に広

学

その文?1で W r oth _あ る 1,・ 、は_Sidne:y

と い つ 問題で、ある

き_な全体_像の.な.力.1.で 自 ら_の課選_を_ど う

本

〇 以上 (7)_よ

提える力i_と し

、こ と で は あ る が 、

_岐に_わ_た_り_、_應.大一.な基礎研究力_ 11 必_要_に_な_る

、う

う な よ り 大

視点が本 文

し、f れ_も扱_う_対象力_i多_

テーマで_もあ_り_、_ 本

文_に接続_し__うる_

_1

文i

.後の研究課題_と

は案.証.主義的 _な描故なi寺の_読解_に基つ_し

ま _た、___月:念に先.行研_究.を踏ま て な さ れ 以上の

学術的.

位.を.与 え .る.に足る__要件を十分_に備えて



3 .  最終試験の結果の要旨

最終_試.験_の_口_頭i式1間_は、_2_Q23_生_2_月_9_日_(木)_1_Q_時力1i_ら__11 時 25

分まで__Z

学

oom ミ ー テ ィ___、ン_グ、_で_1iわれ_た_Q___本学生_に_よ る

(7)後_、. .各_審_査委_員.か ら_質nや コ メ__ン__ト_が出__さ_れ_、__そ_れ_ら_に対_して_?

生は概ね.的確.に応答_した_。__ま_た、_上述c7)本論文の_短所_に_関する_質間

を含む_、__.欠.点の指摘も.な. .さ.れた。. そ.れ. .ら.に.対 し_て.、,_?学_生は論文にお_

し 、て_記述力S不是してし 、た

、_

と__を誠実_に_認め

本論_文_の位置つ_i1.を.よ.り. .明確に. .し.た_Q_最終試験o)_結_果_、__提出_さ

れた論文には

人E_

以_上の学術的イ而イ直があるこ

め1ら.れ_、__口_頭◆言1式_問_に_も_概ね_適切_に_回答し_た

学位を授与する のに_適当_で_あ_る__と_主l」断__した_Q

文要目

そ_れ_を補足する_説明_を

と_が_審査委員 _の_間 _で 認

と_力_?_ら_、_博士_(文学_ )___の


